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７ 

実証地 山口県 

事業名称 森林管理組織「リフォレながと｣を核とした長門型林業経営モデル構

築事業 

林業経営体 （一社）リフォレながと 

支援機関 山口県農林総合技術センター、住友林業（株） 

【実証のテーマ】 

 地上レーザや ICT ハーベスタなどの先進的技術を駆使し、素材生産効率や労働安全性

を高めるとともに、製材工場等との詳細な需要情報の共有を図ることによって、原木の付

加価値を高め、林業収益性の向上につながる経営モデルの構築を実証する。 

【実証の目標】 

①集約化（施業地確保） 

・皆伐に加え、間伐など私有林との長期施業委託契約面積：150ha。

②素材生産

・ICT ハーベスタ導入によるコストダウン（素材生産効率化）：500 円/㎥。

・ICT ハーベスタの導入により、確保する新規参入事業体：１社。

③流通・販売

・需要者との情報共有によるバリューアップ、山から直送することによる運送効率化のコ

ストダウンによるプライスアップ：合わせて 500 円/㎥。

・安定的な供給体制構築による、「ながと型住宅」建設：５棟。

④再造林

・皆伐実施後の再造林率：100％。

・ICT を利用した罠によるシカの捕獲：100 頭/年。

【事業効果】 

・小規模林業事業体の素材生産量の増加、異業種からの参入を増やす必要のある市町村

に、課題解決のモデルとして広く普及。

・本実証により森林所有者の関心をさらに高めることができ、林業の発展のみならず、森

林整備を進めることにより、森林が持つ多面的機能の発揮にも寄与。

【実証の内容】 

①集約化（施業地確保） 

・スマートグラスやドローンレーザ、地上レーザによる精度の高い森林資源把握（現地と

現場を動画でつなぐ境界の確認、採材予測モデルの実用化）。

②素材生産 

・ICT ハーベスタや木材検知システムを導入し、需要に応じた最適採材、生産管理等によ

る収益性の向上。
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③流通・販売 

・製材工場と需要情報を共有し、必要な原木を必要なだけ造材できる仕組みを構築。

④再造林

・再造林一貫作業システム及びUAV による資材運搬（苗木等）を導入。

・ICT を活用した獣害対策。

【実証の結果】 

①集約化（施業地確保） 

・スマートグラスにより、現地に行かずに境界の同

意を得る実証では、森林所有者５名から高い評価

が得られた。

・従来の毎木調査による森林立木評価書と、航空レ

ーザやOWL を用いた収穫予想表を比較した。

②素材生産 

・４事業地、３事業者で皆伐実証を行った。

・ICT ハーベスタを用いた生産性・造材コスト

の比較では、従来のチェーンソー造材よりも

優れた結果となった。

・OWL-AR ナビゲーションシステムを用いた

造材指示、Mapry での検知、Google フォーム

による日報作成の実証を行った。

③流通・販売 

・ながと型住宅が今年度に５棟完工の見込。

④再造林

・猟友会と連携した効率の良い捕獲システムの確立を目指し、センサー付き通信機器と小

型囲い罠や、長門では事例が少ないくくり罠を組合せた捕獲を行った。

令和４年度の目標項目達成見込 

スマートグラスによる境界明確化

の実証を行った山林 

ICT ハーベスタの功程調査 


	230331報告書一式_本納品_背景色付けトンボあり2
	230331報告書一式_本納品
	230329報告書_表紙
	230329報告書_本文4
	４B【岐阜】事業成果報告書
	６【和歌山】日林協_前田商行）事業成果報告書
	I 実証事業の概要
	１ 事業の名称
	２ 取組の背景
	３ 実証のテーマ
	４ 実証団体の構成
	５ 林業経営体、支援機関、実証事業関係者関連図
	６ 実証事業の内容
	(1) 実施場所
	(2) 事業区分毎の計画内容
	(3) 工程表

	７ 実証事業の目標

	II 令和４年度の実施結果
	１ 協議会、現地検討会の開催経過
	(1) 第1回協議会の概要
	(2) 第2回協議会の概要
	(3) 第3回協議会の概要

	２ 令和４年度の実行結果（経過）及び取組の評価と課題
	(1) 実証①　オープンソースのソフトウェア等を活用した架線計画の高度化
	(2) 実証② 「新しい技術」を活用した林地残材の収益化
	(3) 実証③タワーヤーダを活用した再造林の効率化・収益性向上


	III 今後の事業の展開方向
	(1) 実証①　オープンソースのソフトウェア等を活用した架線計画の高度化
	(2) 実証② 「新しい技術」を活用した林地残材の収益化
	(3) 実証③　タワーヤーダを活用した再造林の効率化・収益性向上


	230324都城_報告書
	10【鹿児島】事業成果報告書　大隅モデル20230309
	R4Osumiモデル報告書本文0307

	11B事業成果報告書(サンライフ)_20230307
	「古殿モデル」森林情報開示データの仕様
	背景
	林分情報
	林道情報
	標高データ
	資源データ
	FRDデータ
	スマホ向け森林情報KMLファイルの仕様
	背景
	森林区画
	林分情報
	１．マルチャーを活用した林地残材処理の工程把握
	２．地拵え効果を把握するための試験地設定
	１．位置情報付加方法の検討
	２．原木市場を通じた流通の試行と課題等の把握
	３．大型集成材工場を通じた流通の試行と課題等の把握
	４．エンドユーザーに近い事業者を巻き込んだ枠組み構築
	５．【参考】事業者への聞き取り結果


	12【長野】事業成果報告書（北信州・信大G）本文230329
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ

	230331報告書一式_背景色付けページのみ
	230329報告書_別冊_カガミ
	１【十勝】十勝モデル大坂林業0310提出
	２【岩手】_事業成果報告書_最終版_ノンブル訂正
	【宮城】守屋木材
	４A【岐阜】表紙、目次
	５【三重】バイオマス
	６【和歌山】日林協_前田商行）事業成果報告書
	リフォレながと⑦事業成果報告書【提出用】
	新しい林業事業成果報告書R4ひむか
	９A【都城】表紙、目次
	10【鹿児島】報告書表紙目次_230315追加
	11A【福島】事業成果報告書(サンライフ) 表紙のみ
	12【長野】事業成果報告書（北信州・信大G）表紙目次230329


	230405報告書_目次



